
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 研究主題 

心豊かに生活するための「自立活動」の探究 

～個別最適な学び・協働的な学びの充実を目指して～ 

北海道中札内高等養護学校 

▲ホームページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ７  研究主題 心豊かに生活するための「自立活動」の探究 

～個別最適な学び・協働的な学びの充実を目指して～ 

□ 仮 説 

・これまで授業改善に向けて実践してきた「主体的・対話

的で深い学び」に関わり、重要な土台である「自立活動」に

目を向けて、生徒指導や授業改善を行うことで生徒に必

要な力は何かをこれまで以上に深めることができるだろう。 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」について往還

的な視点をもって授業をデザインし、適切な単元や題

材を精査することで、成果や課題を洗い出し、今後に

向けて教育課程改善の糸口を得る機会となるだろう。 

■健康の保持 
生活のリズムや生活習慣の形成に関すること。 

病気の状態の理解と生活管理に関すること。 

身体各部の状態の理解と養護に関すること。 

障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。 

健康状態の維持・改善に関すること。 

■心理的な安定 
情緒の安定に関すること。 

状況の理解と変化への対応に関すること。 

障害による学習上又は生活上の困難を改

善・克服する意欲に関すること。 

■人間関係の形成 
他者とのかかわりの基礎に関すること。 

他者の意図や感情の理解に関すること。 

自己の理解と行動の調整に関すること。 

集団への参加の基礎に関すること。 

■環境の把握 
保有する感覚の活用に関すること。 

感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。 

感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。 

感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と

状況に応じた行動に関すること。 

認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 

■身体の動き 
姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。 

姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に

関すること。 

日常生活に必要な基本動作に関すること。 

身体の移動能力に関すること。 

作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

■コミュニケーション 
コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

言語の受容と表出に関すること。 

言語の形成と活用に関すること。 

コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

状況に応じたコミュニケーションに関すること。 

■ 自立活動 ・・・ 個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服しようとする取組を促す教育活動。 

校訓 

仲良く 

明るく 

たくましく 

 

学校教育目標 

心豊かに生きる力を育てる 

具体目標 

１．心身の健康を維持・増進する力(健康でたくましい心とからだ) 

２．人と関わる力(適切なコミュニケーション、素直な心) 

３．自分を整える力(自己の感情や行動の調整) 

４．主体的に生活する力(主体的に学ぶ姿勢) 

５．意欲的に働く力(働く力、働く喜び) 

 

■研究構造 

■授業改善 

・SUP（ステップアッププラン）の交流  ・公開研究会 

・授業実践交流 ・ミニ授業、ミニ研修 ・教材研究、教材化 

・模擬授業交流 ・校内外の研修 → 成果物の交流 ・グループ研究、研修 → 報告 

・ＩＣＴ研修 ・講演会 ・初任段階研修（研究授業） 

 

■個別最適な学び ■協働的な学び 

○指導の個別化 

一人一人に応じて、指導方法や教材、学習時間

などを柔軟に設定する。 

○学習の個性化 

一人一人に応じて、学習活動や学習課題に取り組

む時間を提供する。 

○多様な他者と協働しながら、一人一人の良い点や

可能性を生かし、異なる考え方が組み合わさって、より

良い学びを生み出す。（クラスメイト、異学年の生徒、

他校の生徒、教師、専門家、地域の方） 

→遠隔地の専門家とつないだ授業、他校や地域との

交流など。 



 

 

 

 

 

 

■はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月  

北海道中札内高等養護学校 校長  佐 藤 貴 雄 

 

 

 

 

 

 

 「自立活動」という言葉は特別支援教育の場で幾度となく研究対象になり、今のなお、そうあり続

けている言葉ではないでしょうか。それだけ関心が高く、それだけ奥が深く、そして理解しにくい、という

よりは整理が難しい指導領域ということがこの事実からも窺い知れます。 

 本校では今年度より３か年計画でこの「自立活動」の研究を始めます。その初年度の歩みをこの

リーフレットにまとめてあります。「実践と研修」を両輪とし、学ぶ教員すべてが何かしらの実感を得るよ

う工夫した取り組みなどが紹介されています。是非ともご覧いただき、忌憚のないご意見を本校まで

お届けしていただけると幸いです。 

 本資料をご覧の皆様もきっと「自立活動」に何かしらの想いを抱きこの研究記録をご覧になってい

るのではないでしょうか。その想いに対し何らかのヒントや答えになるものが本書にあれば幸甚でござい

ます。 

 結びに本年度の研究を進めるにあたり公開研究会で御講演をいただいた星槎道都大学特任教

授 千葉聡美 氏 に深い感謝を申し上げご挨拶とします。 



■研究主題 

 

 

 

 

 

 

 

・自立活動をテーマとした研究は、３カ年の計画を予定。 

１年目となる今年度は、自立活動について改めて学び、生徒一人一人の自立活動の目標や手立てを確認。授

業実践の交流を実施し、個別最適な学び・協働的な学びの充実を図る。また、昨年度同様、講師を招いての講演

会や、公開研究会も実施。夏季研修会（８月）では、コーチングをテーマに GRROW モデルを用いてディスカッショ

ン形式で実施。公開研究会（１２月）では、「生きる力を育む自立活動の実践～心理的な安定、コミュニケーショ

ンに焦点を当てた学びの深化～」と題し、学校法人北海道星槎学園星槎道都大学社会福祉学部社会福祉学科

所属の千葉聡美特任教授をお招きして実施した。 

 

■推進日程 

 

 

月 行事・業務予定 月 行事・業務予定 

４ 全体研究Ⅰ（30 日） 10 研究日④（17 日） 

研究日⑤（22 日） 

５ 

 

11 研究日⑥（26 日） 

６ 研究日①（４日） 

研究日②（25 日） 

12 研究日⑦（19 日） 

公開研究会 

７ 研究日③（18 日） 

夏季研修会（２８日） 

１ 

 

８ 

 

２ 

 

９   ３ 研修促進費報告会 

全体研究Ⅱ（18 日） 

その他 初任者研修（１年次）研究授業 

心豊かに生活するための「自立活動」の探究 

～個別最適な学び・協働的な学びの充実を目指して～ 



■研究日①（６月４日） 

・「自立活動」は、これまでの研究の「主体的にかかわる力の育成」にも関わってきたことではあるが、

生徒指導や授業改善についても、今後の教育活動についても重要な土台となる。この日は、北海道立特別

支援教育センターから髙石純氏をお招きし、遠隔で講演を実施。自立活動の基本的な考え方として、その

目的や意義についての理解や、特別支援学校学習指導要領に基づく内容の整理について、また、実際の指

導事例をもとに、生徒の特性に応じた指導方法を本講演から確認。授業や指導の工夫と改善の視点から、

個別のニーズに応じた指導計画の立て方や、学習や生活上の困難を克服するための具体的なアプローチ

についてもお話を頂いた。 

対象として、本校職員の他、幕別分校の職員、そして「インクルーシブな学校運営モデル事業」の連携

校である更別農業高等学校の職員の方々が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓講演後の活動内容 

・右に示した今年度の研究用シートを各学級に配布。 

各学級から生徒を１名抽出し、その生徒に対する実態 

自立活動の目標や手立てを、担任と副担任、また所属 

以外の先生方にも入っていただき、話し合って内容を 

記入。 

 研究日となった６月は、すでに担任を中心に前期の 

自立活動の目標が記載済みであるため、この内容に沿 

って、目標に対する担当授業での具体的な手立てや配 

慮を、抽出生徒の様子や周囲の状況や環境などから、 

慎重に考えて判断し、記入した。 

 裏面には、「授業参観シート」を付けて、グループ 

で参観し、自立活動に対するアプローチがどうであっ 

たか、良かった点や工夫点を記載し、次回の研究日の 

資料とすることにした。 

 



■研究日②（６月２５日） 

・研究テーマに沿って、５グループのミニ研修会を実施。 

研修内容をまとめたシラバス（図参照）を参考に職員がそ 

れぞれ聞いてみたい研修に参加。 

 

▼研修内容 

①「個別最適な学びと協働的な学び～ICT を活用した授業を例として～」 

②「本校の自立活動を考える～ボードゲームを使った旭川高支の取組を例として～」 

③「生徒の学びの捉え方～美術科・音楽科の共同学習を手がかりに～」 

④「実態把握の工夫と共有」 

⑤「生徒同士が協力して学ぶ【協働学習】の視点を取り入れた生徒会活動の充実に 

 ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

研修の様子 



■研究日③（７月１８日） 

・前期の成果や課題などをグループ内で確認。抽出生徒の自立活動に対する変容や目標と手立てについて

授業実践を振り返り、効果的な取組や避けるべきパターン、課題となるケースを判断し、前期の評価を行

った。また、この評価を基に後期の実態把握、自立活動の目標や手立ての参考にして、自立活動の目標と

手立てを決定。個別最適な学び、協働的な学び、に対しても同様に振り返り後期に活かしていく時間とし

た。 

・以下に示したグラフは、本校生徒の自立活動における重点項目の集計である。集計数の多い順に並べて

みたところ、１番目は「人間関係の形成」、２番目に「コミュニケーション」、３番目に「心理的な安定」

の結果となった。 

この結果をもとに、公開研究会の講師の先生に講演をお願いする方向で動くこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■夏季研修会（７月２８日） 

・毎年、夏と冬に講師をお招きして研修を行っているが、今年度の夏は、研修動画をもとに、後期の相談

週間や進路面談などの生徒対応、会議や打ち合わせなど業務で役立つコーチングをテーマに一緒に考え

る時間とした。（会場：中札内村文化創造センター） 

 

 

独立行政法人教職員支援機構(NITS)の動画を視聴 

コーチングのスキルと活用 I(19 分) 

コーチングのスキルと活用 II(15 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→夏季研修会で前期が終了。後期のグループ活動は、前期と同じ学級単位のグループで活動を予定。 

抽出生徒も、前期と同じ生徒で進めていく。 



 

■研究日④（１０月１７日） 

・研究テーマに沿って、３グループのミニ研修会を実施。研修内容をまとめたシラバス（図参照）を参考

に職員がそれぞれ聞いてみたい研修に参加。 

 

▼研修内容 

①「人気コンテンツから学ぶ～教科指導とカウンセリングマインド～」 

②「言葉掛けを考える～こんな時、何て言えばいいの？～」 

③「生徒の変容と学習環境設定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

研修の様子 

写真 

研修の様子 

写真 

研修の様子 



 

■研究日⑤（１０月２２日） 

・2 月 25 日（火）９：００、更農の学校設定教科・科目 

「カルチべーション」で「オンライン共同学習」を実施。 

本校から 3 名の生徒が参加。 

主題 「岡田家の日曜日」  

葛藤場面   

「明日は月曜日だが学校行事の振替で休日。久しぶりにゆ 

っくり起きることができると思っていた岡田Ｔですが、妻 

から『明日は休みなんだから、朝食つくってよ！』、さて･･･。」  

展開の大要（①～③はグループで意見交換）  

①みんなが私の立場ならどう感じる？妻にどう伝える？  

②妻の立場になるとどうだろう。どんなつもり？ 

どうしてそう言ったのだろう？  

③私も妻も気持ちよく明日の朝を迎えるには 

どうしたらよいだろうか？  

④グループで交流した解決方法を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■研究日⑥（１１月２６日） 

・前期の生徒の様子や変容、目標と手立て、評価を 

改めて各グループで確認した。それを受けて、後期 

の生徒（前期と同じ抽出生徒）の目標や課題点を共 

有し、各授業の指導場面や、変容や様子、これまで 

の取組の進捗状況を交流し、今後の方向性を確認し 

て、研究シートに記録。 

・さらに、次年度以降の研究の参考として、教育活 

動全体で自立活動を行っていくにあたって、「こん 

なことができたら良い」「指導に活かすために、こ 

んなことを学びたい」「こんなことが正直分からな 

い」など、各グループで話し合い、意見を集約した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研究日⑦（１２月１９日） 

・公開研究会を見据えて、職員全体で３グループに分かれて研修。 

担当・係 12.25（当日）の業務 12.19（研究日）の研修内容 

総務 

（研究部） 

全体進行、連絡調整ほか 研究日進行 

 

受付 

（各学年３名以上） 

 

受付、資料配付、会場案内 

 

 

公開研終了後アンケート（校内向け）作り、 

資料丁合ほか 

→ Google フォームの使い方 

記録 

（各学年５名以上） 

 

写真及びビデオによる記録 

Zoom 接続 

 

大教室での zoom 設定 

（画面・カメラ・マイク・音響設定）の確認 

→ zoom の使い方 

駐車場 

（各学年２名以上） 

 

駐車場案内 

 

 

公開研終了後アンケート（校内向け）作り、 

資料丁合ほか 

→ Classroom の使い方 

動画編集など 

写真 

グループ活動の様子（体育館） 



■公開研究会（１２月２５日） 

 

□ 目 的 ： 教育関係者等をはじめ、様々な方に授業の研究実践を公開することにより、本校の教育活動への理解と、

本校職員の専門性や指導力の向上を図る機会とする。 

 

□ 期 日 ： 令和７年（2025 年）12 月 25 日（木） （集合形式、遠隔形式） 

 

□ 会 場 ： 北海道中札内高等養護学校 〒089-1345 北海道河西郡中札内村東 5 条南 1 丁目 8 番地 

TEL (0155)68-3266 FAX (0155)67-2077 

                      （集合形式の他、Zoom による遠隔形式） 

 

□ 対 象 ： 教育関係者等 

 

□  日 程     8：45   【受付】・Zoom 接続開始 

9：00   【開会】 

9：10   【全体会】 今年度の研究テーマについて、今年度の実施内容について、 

インクルーシブな学校運営モデル事業について 

9：45   【講演会】 自立活動について 

11：15   質疑応答 

11：30   【閉会】 

 

６ 内 容 ： 

【全体会】（説明：本校研究部） 

今年度の研究テーマ「心豊かに生活するための「自立活動」の探究～個別最適な学び・協働的な学びの充

実を目指して～」にそって、全体研修やグループ毎の研修を計画的に推進してきた。今年度の具体的な取組と、

12 月までに見えてきた成果と課題について報告する。また、文部科学省の「インクルーシブな学校運営モデル事

業」の委託による「交流および共同学習を発展させた柔軟で新しい授業の在り方の検討・実証」について、更別

農業高等学校と取り組んできた活動と連携して進めている内容についても報告する。 

 

【講演会】  演  題：「生きる力を育む自立活動の実践」 

～心理的な安定、コミュニケーションに焦点を当てた学びの深化～」 

講  師：星槎道都大学 社会福祉学部 社会福祉学科 特任教授 

千 葉 聡 美 氏 

 

■講演当日は、先生の豊富なご経験に基づくお話に、参加した職員一同が深く耳を傾け、特に、「できる」よりも「変わっ

た」と実感できる指導の大切さについて、日々の実践を振り返る大きな契機となった。 

生徒の行動の背景に目を向け、その子が抱える事情を理解しようとする姿勢こそが、自立活動の根幹であるということ、

各生徒の目標設定に至るまでのプロセスや、心理的安定・コミュニケーションの育成に向けた具体的な支援の在り方につ

いて、職員同士が活発に意見を交わすきっかけとなり、本校職員一同これからの教育活動をより深めていくうえで、確か

な道標となるものであった。 



■全体研究Ⅱ（３月１８日） 

 ・公開研究会、今年度の研究を終えて 

 

  成果   ・抽出ではあるが、生徒の目標や手立て、指導場面、評価を学級で検討し、生徒情報を共有

することができた。 

・ミニ研修をとおして、個別最適な学びと協働的な学びのヒントを得ることができた。 

・教育活動全体で行う自立活動への意識が高まった。 

 

  → 自立活動は、教育活動全体で行うため、正直わかりづらさもある中であったが、研究テーマにし

たことで、これまでできていたことに目を向け、意識できるようになった。 

自立活動についての話題が職員室で出るようになったこと、初任者の研究授業への参観者が増

加したことも、変化の表れの１つではないかと考える。 

 

 

  課題  ・研修を中心に行ってきたが、内容を実践に生かす、学びを共有する、授業改善に繋とは、

あまりできなかった。 

・学級ごとの授業参観を計画したが、数人の先生しか実施できなかった。 

 

  → 変化がある一方で、どう授業改善をしたらよいかわからず、実践に繋げることが難しい現状もあ

った。学級のグループ活動で使用したワークシートの自由記述欄には、「自立活動の研修を多く

してほしい」「自立活動の手立てをどう講じたらよいのかわからない」「他の先生にも、学級の生

徒にかかわってもらいたい」といった内容があった。 

授業参観が難しい、実践共有ができていない現状もある。 

 

 

 

■次年度の研究主題案と仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心豊かに生活するための「自立活動」の探究 

～チームによる実践共有を通じ、自立活動の視点を日常に生かす支援の探究～ 

・交流、体験型学習環境の中で、生徒の挑戦意欲やコミュニケーション意欲を

高めることで、生徒の行動や学習態度に肯定的な変化が生まれるだろう。 

・自立価値道の視点を日常の授業・生活場面に生かすことで、教師が生徒の状

態をより正確に把握でき、支援の質が高まるだろう。 

・日常的に評価（観察・記録）が行われれば、成長の兆しを見逃さず、支援の

方向性を柔軟に調整できるだろう。 


